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写真 5.25  写真 5.23 の敷地の変状             写真 5.26 写真 5.23 の敷地の噴砂痕 

 
写真 5.27 写真 5.23 の建物内部の状況 
 
3) 新花町、中央町（位置は図 5.2） 
・ この地区には、倒壊家屋が極めて多い（写真 5.28）。倒壊家屋の頻度としては、東本町３丁目

付近の次に多いと感じられた。比較的古い建物で、間口に大開口を設けない店舗併用住宅（写

真 5.29 右）が多いが、開口を設けたものは大きな残留変形を有するなどの被害（写真 5.29
左）を受けていた。当然、車庫、納屋の類の倒壊もかなり多数有る。また、２階のみが崩落

する被害例（写真 5.30）なども確認された。 
・ 一見して新しいように見える住宅の被害（写真 5.31）もまれにあるが、よく見ると外壁のみ

改修したもので、被害を受け、土塗り壁が露出（写真 5.32）した例があった。 
・ 金刀比羅宮は、壊滅的な被害（写真 5.33, 34）を受けていた。 

 
写真 5.28 倒壊家屋が連続する新花町 
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写真 5.29 新花町の店舗                   写真 5.30 ２階が崩壊した例 
 

  
写真 5.31 一見新しいしい住宅に見える倒壊 写真 5.32 写真 5.31 近景（土塗り壁の残骸が 

住宅                   確認できる） 

  
写真 5.33 壊滅的な被害を受けた新花町の   写真 5.34 写真 5.32 の側面 
     金比羅宮 
 
4) 春日地区（位置は図 5.2） 
・ 春日地区には、比較的新しい住宅（概ね 築 30 年以下と推定される＝写真 5.35）が多く、専

用住宅の被害は少ないが、店舗併用住宅などで倒壊例（写真 5.36）が確認された。倉庫、車

庫、作業所の類の倒壊例（写真 5.37）も複数確認された。 
・ 比較的大空間の車庫を設けているがほぼ無被害の例（写真 5.38）では、中通り柱と横架材に
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鉄骨柱、外周部に木材の柱と筋かいを配した建物（写真 5.39）があった。一部鉄骨柱脚部の

コンクリートにひび割れ（写真 5.40）が見られた。その他、正角筋かいを配する（写真 5.41）
も残留変形を有する車庫（写真 5.42）などが確認された。 

 

 
写真 5.35 比較的新しい住宅が立ち並ぶ春日地区 

 

  
写真 5.36 倒壊した店舗併用住宅      写真 5.37 車庫又は倉庫と推測される倒壊家屋 
 

  
写真 5.38 1 階に大きな車庫を取り、鉄骨と   写真 5.39 写真 5.38 の１階部分の大空間 
     木造を併用した例 
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写真 5.40 写真 5.38 の鉄骨柱脚部分のコンクリートのひび割れ 

    
写真 5.41 １階が大きく傾いた車庫  写真 5.42 開口脇の無開口壁に入る正角筋かい 
 
5) 松波地区（位置は図 3.1） 

柏崎市松波地区は、比較的新しい住宅（概ね築 15 年以下と推定）が多く、液状化を含む地盤被

害が顕著であった。特に平成橋の南西から、鯖石川改修記念公園にかけて大きな地割れ（写真 5.43
～46）が走り、木造（写真 5.53）、1 階を RC 造とする高床式の木造（写真 5.54）、軽量鉄骨（写

真 5.55）、集合住宅（写真 5.57）などの建物が被害を受けていた。集合住宅（写真 5.57）の被害

は、下屋部分の継ぎ目が分裂（写真 5.58）し、鉄筋入りの基礎も破断（写真 5.59）していた。地

割れは建物の株を通り抜け、反対側の擁壁も破壊（写真 5.60）していた。建物の地面のひび割れ

の位置を図 5.3 に示す。この地割れは、クリーンセンターの損傷した煙突の方向へ延び、煙突近

辺では約３ｍの高低差の断層（第８章参照.）を生じていた。 
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写真 5.43  駐車場地面のひび割れと擁壁の崩壊 写真 5.44 アスファルトを貫くひび割れ 
                           （写真 5.43 の北東方向） 
 

  
写真 5.45 写真 5.44 の北北東へ続くひび割れ 写真 5.46 鯖石川記念公園駐車場へ続く地面の 

ひび割れ 
 

  
写真 5.47 鯖石川記念公園駐車場の噴砂痕   写真 5.48 鯖石川記念公園の遊具施設を貫く 
                            地面のひび割れ 
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写真 5.49 鯖石川記念公園中央を貫くひび割れ 写真 5.50 鯖石川記念公園の北端部付近 

  
写真 5.51 鯖石川記念公園北側の土手を貫くひび  写真 5.52 ひび割れの進む方向にある 

割れ（深さ 1 m 以上）の北端部付近    損傷したクリーンセンターの煙突 

  
写真 5.53  地盤変状により大きな被害を受けた 写真 5.54 地盤変状により大きな被害を受けた 
     木造住宅                                    高床式木造（1 階部分 RC 造） 
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写真 5.55 一部損壊（裏手部分）した軽量鉄  写真 5.56 写真 5.55 の裏側の被害 
骨造 

  
写真 5.57 一部損壊（裏手部分）した木造共同  写真 5.58 写真 5.57 の下屋部分の継ぎ目部の 

住宅                     破壊 
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写真 5.59 写真 5.57 の建物の破壊された基礎  写真 5.60 写真 5.57 の建物の敷地の擁壁の崩壊 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.3 柏崎市松波で確認したひび割れの位置 

段差 5 cm以内 

段差 約 30 cm 

段差 5 cm以内
段差 約 3 m
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６．鉄筋コンクリート造建築物の被害状況 

大きな震度が計測された刈羽村，柏崎市内において，鉄筋コンクリート造（以下，RC 造）と

思われる建築物の一部について，外観の目視により，おおよその被害状況の把握を行った。全体

的に見て，無損傷，軽微な損傷のものが大多数であった。 
刈羽村の RC 造建築物は柏崎市に比べて，その数は少なく，規模も小さいものが多い。刈羽村

では，大きな被害は見受けられなかった。柏崎市では，ごみ処理場の煙突に大きな被害が見られ

たほか，エキスパンションジョイント部での損傷が複数箇所で見られたが，大多数の建築物は無

損傷，軽微な損傷であった。 
なお，7 月 17 日午後 1 時半時点において，柏崎市の担当者によると，RC 造建築物に多数の大

きな被害があったという報告はないとのことであった。 
 
○刈羽村 
・2 階建ての建築物で，外観に被害は見受けられない。（写真 6.1） 
・3 階建ての建築物で，遠方からは外観に被害は見受けられない。（写真 6.2） 

   
 写真 6.1 写真 6.2 
 
・2 階建ての建築物で，一部柱脚のかぶりコンクリートの剥離が見られたが，構造体には大きな

被害は見受けられない。（写真 6.3，6.4） 

   
 写真 6.3 写真 6.4 
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○柏崎市松波 
・ごみ処理場煙突の全景（写真 6.5） 
・ごみ処理場煙突の遠景と近辺の地盤の被害状況（写真 6.6） 
・この煙突は中に鋼製の煙道があり，その周囲をボックス型の RC 造の煙突で取り囲んでいる。

担当者によると，損傷を受ける前は，中の煙道の先端部分しか見えていなかったとのことで，

外周の RC 造部分が損傷を受けて，見かけ上縮んでいる。 
・損傷部分では，コンクリートの圧壊，鉄筋の座屈が見られる。損傷部分より上の部分が横にず

れ，下の部分に重なる形で乗っている。（写真 6.7，6.8） 
・煙突下部と建物本体との間に取り付く配管には損傷が見られる。（写真 6.9） 
・落下したコンクリート，鉄筋の破片が散乱している。（写真 6.10） 

   
 写真 6.5 写真 6.6 

   
 写真 6.7 写真 6.8 
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 写真 6.9 写真 6.10 
 
・ごみ処理場内の煙突脇にある建築物でガラスの破損，タイルの斜めひび割れが見られる。（写真

6.11～6.13） 

   
 写真 6.11 写真 6.12 

  
 写真 6.13 
 
○柏崎市上田尻 
・3 階建ての建築物で，構造体に大きな被害は見受けられないが，隣接する建築物との間に相対

変位が生じており，渡り廊下においてエキスパンションジョイント部分の損傷が見られる。（写

真 6.14～6.16） 
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 写真 6.14 写真 6.15 

  
 写真 6.16 
 
○柏崎市比角 
・3 階建ての建築物で，構造体に目立った被害は見受けられない。なお，1 階では靴箱の転倒が見

られる。（写真 6.17，6.18） 
・隣接する建築物の渡り廊下部分では壁，接合部分に大きな損傷が見られる。（写真 6.19） 

   
 写真 6.17 写真 6.18 
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 写真 6.19 
 
・耐震補強済みの 4 階建ての建築物で，構造体に目立った被害は見受けられない。（写真 6.20） 

  
 写真 6.20 
 
○柏崎市栄町 
・渡り廊下をはじめ，各所のエキスパンションジョイントで損傷が見られるが，構造体に大きな

損傷は見受けられない。（写真 6.21，6.22） 

   
 写真 6.21 写真 6.22 
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７．鉄骨造建築物 

大きな震度が計測された刈羽村，柏崎市内において，鉄骨造（以下，S 造）と思われる建築物

の一部について，外観の目視により，おおよその被害状況の把握を行った。全体的に見て，無損

傷，軽微な損傷のものが大多数であった。また，外装材，建具等の損傷は散見されたが，構造躯

体の被害は少なかった。 
刈羽村の S 造建築物は柏崎市に比べて，その数は少ない。刈羽村では，構造躯体に大きな被害

は見受けられなかった。柏崎市では，構造躯体の被害が大きな建築物も見られたほか，外装材，

建具等が損傷した建築物も少なからず見られたが，それらの割合は少なく，大多数の建築物は無

損傷，軽微な損傷であった。 
なお，7 月 17 日午後 1 時半時点において，柏崎市の担当者によると，鉄骨造建築物に多数の大

きな被害があったという報告はないとのことであった。 
 
○刈羽村 
・3 階建ての建築物で，大きな被害は見受けられない。（写真 7.1） 

  
 写真 7.1 
・構造体に大きな被害は見受けられないが，ガラスの破損，外壁の剥離が見られる。（写真 7.2～

7.4） 

   
 写真 7.2 写真 7.3 
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 写真 7.4 
 
○柏崎市松波 
・ごみ処理場内の建築物で外壁に損傷が見られる。（写真 7.5，7.6） 

   
 写真 7.5 写真 7.6 
 
○柏崎市東本町 
・2 階建ての建築物で梁の傾斜が見られる。（写真 7.7，7.8） 

   

 写真 7.7 写真 7.8 
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・3 階建ての建築物で，ねじれの残留変形が見られる。（写真 7.9，7.10） 

   
 写真 7.9 写真 7.10 
 
○柏崎市新花町 
・3 階建ての建築物で，外壁，建具の損傷が見られる。また，建物全体がわずかに傾いているよ

うにも見受けられる。 

   
 写真 7.11 写真 7.12 
 
 
 
 
 



 27

８．地震計の設置状況とその他の被害 

大きな震度が計測された刈羽村，柏崎市内において，へい，石柱，墓石等の転倒，地盤の変形，

地盤の変形に起因する被害が各所で見られた。また，家具等の散乱や，家具等の散乱に起因する

被害が確認された。 
 
○刈羽村 
・一部倒壊を免れた鉄筋が入ったへい（写真 8.1） 
・倒壊，転倒した無筋のへい（写真 8.2，8.3） 
・転倒した石柱（写真 8.4） 

   
 写真 8.1 写真 8.2 

   
 写真 8.3 写真 8.4 
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・RC 造 3 階建て建築物で，構造体に大きな被害は見受けられないが，家具等の衝突によるガラ

スの破損が見られる。（写真 8.5，8.6） 
・建物周囲には自治体の震度計が設置されており，本震では震度 6 強が観測されている。設置箇

所周囲の地盤の被害が大きく，水準器は水平を示していない。（写真 8.7～8.10） 
・建物内では家具等の衝突による間仕切壁の損傷（1 階）や，家具等の散乱（3 階）が見られる。

（写真 8.11～8.13） 

   
 写真 8.5 写真 8.6 

   
 写真 8.7 写真 8.8 

   
 写真 8.9 写真 8.10 
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 写真 8.11 写真 8.12 

  
 写真 8.13 
 
・墓地の状況で，墓石が 1 つ倒れているのが確認された。（写真 8.14） 

  
 写真 8.14 
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○柏崎市東本町 
・墓石，灯篭の転倒が見られる。（写真 8.15） 

  
 写真 8.15 
 
・渡り廊下の下で地盤被害が見られ，渡り廊下のエキスパンションジョイントでずれが見られる。

（写真 8.16，8.17） 

   
 写真 8.16 写真 8.17 
 
・商店の被害状況で，窓ガラスの破損，棚や商品等の散乱が見られる。（写真 8.18） 

  
 写真 8.18 
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・地盤の沈下が激しく，建築物との間に高さ方向の大きなずれが見られる。（写真 8.19，8.20） 

   
 写真 8.19 写真 8.20 
 
・地盤の沈下により，建築物の一方の構面が沈み込みが傾斜している。（写真 8.21，8.22） 

   

 写真 8.21 写真 8.22 
 
○柏崎市中央町 
・エキスパンションジョイント，建物接続部での大きな被害が多数見られる。（写真 8.23～8.26） 

   
 写真 8.23 写真 8.24 
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 写真 8.25 写真 8.26 
 
・柏崎市役所の敷地の北西部に設置された K-net 柏崎の状況（写真 8.27，8.28） 

   
 写真 8.27 写真 8.28 
 
・自治体で設置している震度計の状況（写真 8.29） 
・写真 8.30 の左端近辺に K-net 柏崎，右端近辺に自治体の震度計が設置されており，近接してい

る。 

   
 写真 8.29 写真 8.30 
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○柏崎市半田 
・地盤の被害が見られる。（写真 8.31） 

  
 写真 8.31 
 
○柏崎市上田尻 
・へいや地盤の被害が見られる。（写真 8.32，8.33） 

   
 写真 8.32 写真 8.33 
 
○柏崎市安田 
・信越本線の線路に歪みが見られる。（写真 8.34） 

  
 写真 8.34 
 
○柏崎市日吉町 
・外階段部分の外壁タイルにひび割れが見受けられる。（写真 8.35） 
・ショーウィンドウのガラスの破損が見受けられる。（写真 8.36） 
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 写真 8.35 写真 8.36 
 
○柏崎市松波 
・地盤の被害が特に激しく，地割れが平成橋の南西から鯖石川改修記念公園にかけて見られる（第

5 章参照）。また，この地割れは煙突に損傷が見られたごみ処理場の方向に向けて延びており，

ごみ処理場脇では，高さ方向に 3m 程度の大きな地盤のずれが見られる。（写真 8.37～8.40） 

   
 写真 8.37 写真 8.38 

   
 写真 8.39 写真 8.40 
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９．まとめ 

 平成 19 年（2007 年）新潟県中越沖地震による建築物の被害の概要を調査した結果をまとめる

と以下の通りとなる。 
・ 大破、倒壊していた建築物は、主に土塗り壁を有するような比較的古い構法による住宅、倉

庫、車庫、納屋の類、並びに店舗併用住宅であった。 
・ 柏崎市東本町、西本町、新花町、中央町、小倉町、諏訪町、日吉町の木造家屋の多くは築 50

～60 年と推定される店舗併用住宅が多く、特に柏崎市東本町３丁目、新花町付近では、倒壊

した被害例が多く見られた。 
・ 柏崎市茨目、上田尻、春日等の地区の木造家屋は、築 30 年以下と推定される比較的新しいも

のが多く、これらの地区における被害は倉庫、車庫、納屋、作業所の類の被害が中心で、大

きな被害を受けた住宅の割合は低い。 
・ 柏崎市西本町、茨目、松波、刈羽村刈羽などの地区においては、一部に液状化するなどの地

盤の被害も見られた。 
・ 柏崎市松波の木造家屋はいずれも築 15 年以下と推定されるかなり新しいものが多かったが、

地盤の被害が大きく、これにより損傷を受けた建物が見られ、振動的被害は確認されなかっ

た。 
・ 鉄骨造建築物の一部では、目視で判別できる程大きな残留変形を有する被害例、内外装材の

崩壊等が確認されたほか、地盤の被害に伴う傾斜の残留などが確認された。 
・ 鉄筋コンクリート造については、柏崎市松波にあるゴミ焼却場の煙突の損傷が確認されたほ

か、一部の公共建築物等ではエキスパンションジョイント等に被害が見られたが、構造躯体

に大きな被害は確認されなかった。 
・ 柏崎市松波から鯖石川改修記念公園にかけて、南南西から北北東の方向へ大きな地割れが走

っており、その延長線上に損傷したゴミ焼却場の煙突がある。ゴミ焼却場付近では高さ 3 m
程度の断層が確認された。 

 


